
とは︖「腫瘍マーカー」
　　　　　の存在を⽰す　　　　　　　　　　　　 になるうるもの
が、　　　　　　　　　　　と総称されています。 

　主に、がん細胞がつくる特徴的な物質が⽬印として⽤いら
れ、その物質が増えたときにがんの存在を疑います。 

腫瘍マーカーは、　　　　　　　で検査ができ、最も⼿軽にでき
るがんの検査として広く活⽤されています。

がん
腫瘍マーカー

目印＝マーカー
CEA＝消化器系がん（胃がん・⼤腸がん等）

AFP＝肝臓がん

CA19-9＝膵臓がん

CA125＝卵巣・⼦宮がん

PSA＝前⽴腺がん
採血のみ


